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すぷーにゃ：個人の適温を数値入力なしに設定・通知するスプーン

中村 裕美，久手堅 未季，石沢 舞，吉田 達穂，後藤 大介，越智 渉，暦本 純一 ∗

概要. 本研究では，個人によって異なる適温を数値入力なしに設定・通知する食器型システムを提案する．
適温が個人によって異なること，適温の範囲が存在すること，その適温を個人が数値として把握していない
ことに着目し，適温時にボタンを押すだけで次の使用からその飲食物の適温を通知するシステムを試作し
た．提案システムを用いることで，例えば猫舌のように高温の飲食物に対して敏感な人も，自身にとっての
適温で飲食することを支援できる．

1 はじめに

動物は体温より高い飲食物を食べる習慣を持たな
い．それに対し，人は加熱調理を発展させる中で，
熱い物を食べる習慣を生み出している．とはいえ，
高温の飲食物に敏感な，いわゆる猫舌と呼ばれる人
も一定数存在する．たとえ猫舌でなくても，一定以
上の温度の飲食物が口内に触れ続ければ火傷をする
可能性がある．飲食物の温度は提供後下降すること
が多いため，火傷は飲食開始直後に起こりやすく，
火傷による痛みや違和感がその後の食事の満足感を
低下させることも懸念される．
それでも，われわれは熱いものを食べたい欲求を

持っている．この欲求における熱いものとは，熱さ
を楽しむことができ，かつ痛みや火傷を伴わない温
度である．著者らはこの温度を高温の食べ物におけ
る個人の適温と定義し，この適温に関する問題とし
て以下の 3点に着目した．
まず，適温が個人によって異なることである．そ

のため，調理や食味の上での食べ物側の適温が，個
人の適温と一致するとは限らない．次に，高温の飲
食物に対して敏感な人でも，個人にとっての適温を
下回りすぎた場合，満足度は低下する点である．そ
のため一律に冷ますという対処は最適といえない．
そして最後に，自身の適温を絶対値として認識し

ていない点である．適温を通知するシステムとして
温度表示可能なマグカップが提案されているが [1],
表示温度が利用者にとって適温かは自身の判断に委
ねられている．しかし日常では，適温であるか否か
を判断することはあっても，それが絶対値として何
度であるかは考慮しないのではないか．
そこで本研究では，個人における適温が何度であ

るか把握していなくても，適温を設定・通知可能な
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システムを提案する．2章ではプロトタイプシステ
ムとして，温度センサを用いた適温設定と聴覚およ
び視覚による適温通知をおこなう食器型装置および
アプリケーションを紹介する．

2 システム

1章で述べたように，飲食物の適温を数値的に判
断することは，適温か否かを判断することより難し
い．また，飲食物側の食味における適温や，舌の器
官としての適温はある程度特定できても，それが個
人の適温と一致するとは限らない．そのため，利用
者自身が適温を設定する必要があるものの，設定に
数値入力を用いるのは適さないと考えた．
そこで本提案では，利用者が飲食して適温と感じ

た際に食器型装置のボタンを押すことによって適温
を設定し，その温度を以後の食事における適温通知
に用いるシステムを構築した．本研究は人が判断し
にくい数値をあえて表示せず利用している．先行研
究としては，調理支援においてレシピ上の分量を数
値で表示するのではなく，計量スプーンの弁を制御
し，何杯分かで提示する研究が挙げられる [2]．分量
などの人にとって理解しにくい数値を用いず，シス
テムによって利用しやすい形に変換している点が，
本研究と類似している．
提案システムはスプーン状食器型装置とスマート

フォンアプリケーションからなる（図 1）．食器型
装置は飲食物接触部に温度センサ（石塚電子 超薄
型高精度サーミスタ 103JT-100）を，把持部に設定
用ボタン・iPhoneアプリケーション連携用マイコ
ンKonashi・視覚情報通知用 LEDを配置している．
スマートフォンアプリケーションは iPhoneアプリ
として実装している．アプリケーション・装置間は
アプリケーション起動時に展開される接続設定で対
象のKonashiを選択すると BLE（Bluetooth Low
Energy）で接続される．
提案システムには適温を設定するモード（以後

設定モードと表記）と，設定した適温を元に通知す
るモード（以後通知モードと表記）がある．スマー
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図 1. 左：アプリケーション上の遷移　右：食器型装置の外観と回路図

トフォン側でアプリケーションを起動すると，設定
モードと通知モードの選択画面が展開される．設定
モードは利用者が現在飲食している飲食物が適温で
あると感じた際に利用する．設定モードで対象利用
者を選択すると，選択後に装置を飲食物に触れさせ
る指示を与える画面が出力される．食器型装置を飲
食物に触れさせると，適温設定ボタンを押す指示を
与える画面が出力される．この状態で設定ボタンを
押すと，食器型装置は温度センサから得られた値を
Konashi経由でアプリケーション側に送信する.
通知モードを選択すると，設定モードと同じく対

象利用者の選択画面が表示される．対象利用者を選
択すると，アプリケーション側では以前設定した適
温が呼び出された状態となり，装置を飲食物に触れ
させる指示を与える画面が出力される．食器型装置
が飲食物に触れると，温度センサから得られる値と
設定モードで設定した値が照合され，設定値と同じ
か下回った場合に通知がおこなわれる．通知はアプ
リケーションからの聴覚情報と，食器型装置内部の
Konashiに接続された LEDによる視覚情報でおこ
なわれる．聴覚情報と視覚情報の併用により，たと
えば聴覚情報提示時に認知できなかったとしても，
後ほど装置をみれば適温に到達したかを把握できる．

3 おわりに

本研究では，個人にとっての適温を数値的に把握
せずとも，設定・通知できるシステムを提案した．今
後の展開としては，飲食物の温度低下速度から適温
になるまでの予想待ち時間を推測し，その待ち時間
に合わせたコンテンツを提示することによって，待
ち時間をエンタテインメントとして活用する手法を
提案していく予定である．また，提案システムは特
に高温時の適温提示を対象として構築しているが，
日本酒の花冷え，ぬる燗などのような低温での使用
など，幅広い温度への適温設定・通知への活用もお
こないたい．

4 未来ビジョン

『万人が使いやすいように作ったものは，実はマ
イノリティである』

とある講演者が話されていた言葉は，本研究に通
じるものがあると著者は考えている．美味しさにも
一般解は存在する．その美味しさを突き詰める技術
や努力は食文化を発展させるだろう．しかし，人の
『美味しい』は人によって異なるもので，それを受け
入れ支援することも，重要なことではないだろうか．
たとえば猫舌の人は，『これは熱々なのが美味しい

のに』と言われたことはないだろうか．また，辛い
ものが苦手な人は，得意な人から『この辛さがこの
店の特徴だ』と言われたことはないだろうか．確か
に料理人の追求の上で提供されたものをそのまま楽
しめる人にとっては損であるように感じるかも知れ
ない．しかし，その人にとって美味しいと感じるも
のは，その人にとっての最上の『美味しさ』ではな
いだろうか．
このようなユーザにおける最適解を支援する試み

は様々な分野で見受けられるが，この考えを食に生
かしたうえで数値として見せず伝える手法は，最適
解の支援に加えて『これが私にとって美味しい』を緩
やかに周りにも伝える効果があるかもしれない．ま
た，個人の適温に応じた飲食店推薦システムを構築
することで，食に対する身体的特性が似通った人た
ちをつなげることも可能だろう．このような飲食支
援も，さまざまな意味合いを持つ『美味しさ』と、そ
の楽しみ方の追求のひとつではないかと考えている.
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